




























「釜山 日本人專管居留地와 北濱埋築에 關하여｣『日語日文學』第17号, 2002年５月. 차
철욱「부산 북항 매축과 시가지 형성｣『韓國民族文化研究』第28号, 2006年１月；「1910
년대 부산진 매축과 그 성격｣『지역과 역사』第20号, 2007年４月；「대한제국기 부산 北
濱 매축관련 자료의 내용과 성격｣『港都釜山』第22号, 2006年９月. 노기영「일제말 부























































































































































年度 輸　出 輸　入 合　計
1926 130,588,380 115,356,766 245,945,146
1927 131,097,095 115,669,367 246,767,320
1928 122,353,484 125,457,644 247,811,131
1929 115,572,331 130,446,812 246,019,143
1930 82,255,228 108,441,964 190,697,192
1931 82,352,164 90,571,717 172,923,881
1932 82,897,107 102,164,407 185,061,514
1933 88,576,768 129,984,080 218,560,848
1934 104,042,707 165,394,492 269,437,199
1935 120,105,460 205,179,620 325,285,080
1936 134,073,422 238,264,698 372,338,120
1937 156,397,606 250,181,471 406,579,077
1938 209,362,241 326,393,884 535,756,125












年度 第１桟橋 第２桟橋 第１、２桟橋 基部 沖合（其他） 合計
1926 629,201 439,350 491,933 1,560,484
1927 790,127 344,885 839,407 1,774,419
1929 715,992 221,059 730,240 1,667,291
1930 613,761 208,088 732,883 1,554,732
1932 549,427 263,578 826,636 1,639,641
1933 541,794 217,436 994,557 1,639,641
1934 505,231 414,433 147,197 1,111,545 2,178,406
1935 554,750 553,272 141,131 1,232,878 2,482,031
1936 647,147 667,259 198,502 1,215,119 2,728,027
1937 658,492 527,655 197,758 1,248,825 2,632,730
1938 822,582 713,799 249,945 1,252,860 3,039,186






































































































































釜山港第１區埋築工事 611,213.900 898,786.100 1,510,000
釜山港第２區埋築工事 804,990 935,010 1,740,000










1920年 1929年 1934年 1920年 1929年 1934年
農林牧畜業 4,149 5,143 5,241 906 1,145 1,667
漁業及製鹽業 2,014 2,447 3,891 1,778 1,840 2,252
工 業 4,804 8,140 13,842 7,099 8,276 9,334
商業及交通業 11,927 20,518 35,364 16,385 16,055 19,511
公務及自由業 2,323 6,421 10,838 5,759 11,310 13,074
其 他 有業者 14,475 31,162 29,943 636 2,494 2,667
無 職 業 840 2,539 7,078 522 1,522 2,526































































年度 朝鮮人 日本人 朝鮮人 日本人
1911年 − 0.866 0.463 0.689
1912年 − 0.771 0.474 0.621
1914年 0.581 0.687 0.466 0.537
1916年 0.609 0.811 0.534 0.603
1918年 − − 0.480 0.770
1920年 1.846 2.011 1.259 1.455
1922年 1.675 2.001 1.054 1.536
1924年 1.965 1.974 0.982 1.669
1926年 1.593 1.579 0.805 1.508
1928年 1.550 − 1.145 1.568
出典：朝鮮總督府『朝鮮築港略誌』1937年.
　〈表６〉で確認できる火夫と人夫の比較をみると火夫の場合約２銭くらいの
差があるが、1926年のようにかえて逆転する場合もある。人夫の場合、初めは
約２〜３銭ほど差があったが、1920年代には５〜８銭位の差をみせている。第
２期工事の場合、朝鮮人の火夫総数は17,859人、人夫は1,065,138人であるのに
比して日本人の火夫総数は8,694人、人夫は116,845人に過ぎなかった。実際朝
鮮人たちの一般労務者にあたる人夫をたくさん雇用していて、その外技術を要
求する分野で日本人が多く雇用されたことと思われる。
結び
　以上で朝鮮総督府が直接あるいは補助した釜山港湾の施設事業について検討
してみた。この事業は大きく1910〜20年代の港湾設備工事、1936年代の港湾拡
張工事に分けてみることができた。港湾設備工事の目的は日本と大陸との連結
にあったため、比較的に日本の経済・軍事的な目的に応じる施設であった。こ
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のような性格を濃厚に見せてくれる工事が、1936年から進行した港湾拡張工事
であった。
　中日戦争をきっかけに物資流通量が増加する時期の工事であった。1930年恐
慌の打開と戦時経済への進入は日本通貨圏内の物資流通量を増加させた。特に
満洲、中国と日本との連結網の拡充はもっと必要であった。現実的に輸出物量
の急増は釜山港湾施設の拡充を必要として第３、４桟橋はもちろん物揚場を
作って物資輸送に充当させた。したがって釜山港の建設過程は日本の国家的な
利益と密接に連結していることが明らかであった。
　そして港湾施設の事業は多くの人件費が策定されていて、地域経済界に活力
を吹き込んだりもした。この事業に雇用された人夫たちが釜山近くへ押し寄せ
始めた。彼らは朝鮮の農村の没落と、相対的に人件費が高いという理由で釜山
に定着した。彼らの消費力は確認できないが、釜山府内経営者が納める営業税
を根拠に1930年代半ば以後釜山の景気は回復していることを、埋立の労働者の
人件費と消費力で見出そうとした。一方労働者たちの人件費は民族的に多少不
均衡を形成していたことも確認できた。
